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１．はじめに 

大型車は車長や車両性能が乗用車と異なることから

交通容量に影響を及ぼす．そのため，道路の交通容量を

評価する際は，大型車の乗用車換算係数（以下，「PCE」

という）による補正が行われている．現在高速道路にお

ける PCE は 1984 年に出版された「道路の交通容量 1)」

に示されているが，近年大型車の車両性能が向上して

いることや，後藤ら 2)が指摘するように Q-V 図が全体

的に委縮していること等から，都市間高速道路におけ

る PCE は変化している可能性がある． 

 桑原ら 3)は東名高速道路の交通集中渋滞の発進流に

おける PCE を 1.4 程度としているが，これは 1990 年に

観測されたものである．近年では，遠藤ら 4)は首都高速

道路において，加藤ら 5)は東名阪自動車道の車線減区間

を対象に PCE を算出し，それぞれ 1.4，1.3～1.5 の値を

得ているが，都市間高速道路の交通集中渋滞における

PCE の分析は行われていない．  

そこで本研究は，近年の PCE に関する知見の一つと

するため，都市間高速道路のサグ部を対象に，渋滞発進

流の PCE を算出することを目的とする． 

２．調査概要 

対象箇所は大型車交通量が多く，渋滞が多発する東

名高速道路上りの大和トンネル付近（上り勾配 2.4％）

とした．調査は，2019 年 6 月 16 日（日）の 15:30～18:30 

 

図－1 10 分間交通流率と平均速度 

に実施し，渋滞の直近下流であるトンネル出口におい

てビデオを撮影し，速度，車尾時間，車間時間と占有

時間を取得した．また，速度と占有時間から車長も推

定し，6m 以上を大型車と判定した．図－1 は観測され

た速度と交通量の 10 分間集計値を示したものである

が，おおむね 50～60km/h で安定して推移しており，

当該地点が渋滞先頭の発進流に相当するものと考えら

れる． 

３．車尾時間の比較 

 渋滞の先頭付近では，多くの車両は先行車に追従し

て走行するため，飽和流に近い状態であると考えられ

る．しかし，中には何らかの理由で過剰に車間時間をと

って走行する車両も存在し，これらは PCE の算出に含

めるべきではない．そこで本研究では，車間時間の累積

分布から 90%タイル値以上の車間時間を空けた車両は

サンプルから除外することとした． 

表－1 はこれらのサンプルを除いたうえで車線別，

車種構成別に車尾時間の平均値を示したものである．

その結果，すべての車種構成において車尾時間の平均

値は第 1 車線が最も長く，第 2 車線，第 3 車線の順と

なっている． 

表－1 各車線における平均車尾時間 

 

４．車間時間・占有時間の比較 

次に，全車線の車種構成別の車間時間・占有時間を

示したものが図－2 である．後続車が大型車の場合は

小型車の場合と比較して占有時間が 0.4 秒程度大きい

のに対し，車間時間の車種構成による差は，最大で小

型車―小型車と大型車―大型車の 0.2 秒程度である．

したがって，60km/h 程度の渋滞発進流においては，小

型車と大型車の加速性能の差よりも，車長の違いの方

が PCE に与える影響は大きいものと考えられる．
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第1車線（交通流率） 第2車線（交通流率） 第3車線（交通流率）

第1車線（速度） 第2車線（速度） 第3車線（速度）

平均値

(秒)

サンプ

ル数

平均値

(秒)

サンプ

ル数

平均値

(秒)

サンプ

ル数

平均値

(秒)

サンプ

ル数

小型ー小型 2.66 2,281 2.46 2,854 2.17 3,539 2.40 8,674

大型ー小型 2.65 381 2.53 188 2.17 79 2.56 648

小型ー大型 3.05 361 2.63 179 2.43 81 2.85 621

大型ー大型 3.20 64 2.70 13 1.95 4 3.06 81

大型車混入率

車種構成

第１車線 第２車線 第３車線 全車線

14.1% 6.1% 2.4% 7.1%
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図－2 車間時間と占有時間 

５．PCE の算出 

５．１ PCE の算出方法 

PCE の算出には桑原ら 3)の既往研究と同様に，前後の

車種別の平均車尾時間を考慮した式(1)を用いる． 

𝑃𝐶𝐸 =
ℎ𝐶𝑇+ℎ𝑇𝐶−ℎ𝐶𝐶

ℎ𝐶𝐶
−

ℎ𝐶𝑇+ℎ𝑇𝐶−ℎ𝐶𝐶−ℎ𝑇𝑇

ℎ𝐶𝐶
𝑃𝑡      (1) 

ここで，PCE：大型車の乗用車換算係数，ℎ𝐶𝐶：小型車

－小型車平均車尾時間(s)，ℎ𝐶𝑇：小型車－大型車平均車

尾時間(s)，ℎ𝑇𝐶：大型車－小型車平均車尾時間(s)，ℎ𝑇𝑇：

大型車－大型車平均車尾時間(s)，𝑃𝑡：大型車混入率 

５．２ PCE の算出結果 

式(1)により PCE を算出した結果，PCE の値は 1.26 と

なり，大型車混入率は 7.1%であった．図－3 に示す通

り，「道路の交通容量 1)」に示されている上り勾配 3%以

下，大型車混入率 10%における PCE の値（1.8）よりも

小さく，最近の既往研究で報告されている値と比較し

てもさらに小さい値となった． 

この値を用いて大型車混入率 10%の条件の下で可能

交通容量を算出すると，PCE の値 1.8 を用いた場合に比

べて 1 車線あたり 107 台/時増加することになる．すな

わち，PCE の値 1.8 では大型車の影響を過大に評価して

いる可能性がある． 

５．３ PCE の低下要因に関する考察 

各車種構成別の平均車尾時間が，式(1)により算出さ

れる PCE の値に与える影響の程度を把握するため感度

分析を行った．その結果，小型車－小型車の車尾時間

は他の車種構成の平均車尾時間よりも 2 倍以上 PCE の

計算結果に与える影響が大きいことが明らかとなっ

た．加えて，後藤ら 2) が示した Q-V 図が全体的に委

縮している状況を踏まえると，緩やかな上り勾配にお

ける渋滞発進流においては，大型車の走り方よりもむ

しろ小型車の平均車尾時間が長くなっていることが

PCE の値の減少に大きく影響しているものと考えられ

る． 

 

図－3 既往研究との PCE の値の比較 

６．まとめ 

 本研究では，東名高速道路上り大和トンネルサグ部

の渋滞発進流における PCE を観測した．その結果，

PCE の値は 1.3 程度であり，既往研究よりもさらに小

さい値が示された．これは大型車同士の車尾時間に対

して，小型車同士の車尾時間が近年大きくなっている

ことがその要因として考えられる． 

 しかし，本研究で示した値は，東名高速道路大和ト

ンネルで発生した 1 日分の渋滞で観測された結果に過

ぎないため，今後は別日の渋滞や異なるボトルネック

においても分析する必要がある． 
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